



Think about The Wankel Engines from The Mazda Rotary Engine 
マツダは 1961年7月41， l
'
可症1NSU 11: (→ 
Audi)より FelixWankel (1902-・88)の例案に
なるパンケル KKM't!lロータリ・ピストン・エン
ジン(収1])に係わる基本特汗を導入 し，'67 iF 
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共に f内燃機関J¥'01. 6 :-:0.61 1967年.グラピア 「マツ
ダファミリアローデリクーベfII10八形エンジンJ.lJ本
総 「ーマツダファミリアロータリクーペmlOA 形エンジ




・総ロータリーエンジン.A刊工業続問干上， 1969 {f-. ¥'. 






















































2) .flIl~ rロータリー・エンジンJ(科学朝日制 r~t û1J
技術たちの li制j 朝 11;怠 II~. 1993 {ド.所以上参!!(l.
C/a- 1"ぜ，リν'1~~"" f.fr1 
、0・ ' .I..t1;J.~ !;.ナ')'1'"
%・・，トリ..シ."
。-"，t."..・~tJ考イルシールZ
グラビア「マツダファミリアロー タリクー ベ用lOA形エンジンJr内燃機関JVo1.7 NO.75 1968年、より。
図2 マツダ 10A型機関の主要部品展開
8 
マツダ 10A)\~ロータリ ・ エンジンからパンケル a般について4Pえる
図3 口ータリエンジン溶載スズキ RE-5
く，部分負術運転の時間比率がよい、市販来用車機














リ ・ デイーゼルの I~~J発さえ行なわれている (ヤン








































A 2 Abrams の燃費改持策として，主機更新~I 幽.


































4) cf. Wi/..ipedia. t-.I jAbrams. especialy see n.43. パン
ケ}l.-~ロータリの定予言:阿転型発電モジュールへの応)fI可
能性については拙縞 f経過点としてのハイブリ ッド一一
歴史尿のIfU rLE~IAJ No.452. 1998年 (大阪市立大学
学術機関リポジトリ登絞)にて論じておいた.
10 
主はシーリングに困難が伴うからとか， Sjy比の
大きい稲ギな作動室は熱効率の点に不利をかこつ
からなどと単純極まる御託宣を持ちだし.rそれ
はできませんJ.rそれは良くないエンジンです」
などと門前払いしていたのでは，エンジン・メー
カーとして無責任である……かようにヤンマー技
術陣は考えた.
社会に対して.r基本的な問題点はありますが，
現時点において採用可能な設計や材料の限りを尽
くした結果，とりあえずここまでの製品ならでき
ましたがいかがでしょうか?Jと作品を提示でき
てこそ点のエンジン・メーカーであり.とりわけ
パンケルのディーゼル化はディーゼルを社名に掲
げた企業の立務である …ー・・これがエンジン ・メー
カー，ヤンマー，当時のヤンマーデイ ーゼルのス
タンスであった.
この経験を通じてヤンマーが叩き込まれた教訓1
の一つに.パンケルはレシプロ陣営が長年府って
きた，強大な生産技術の体系と真っ向から勝負せ
ざるをえないという事実があった.ピストンリン
グのような一見ごくありふれた部品の・つ・つに
も，実は多大の経験とノウハウが凝縮されてお
り，極めて向機能な部品が信じ難いほど低いコス
トで製造されるようになっている.むろん，ヤン
マーやマツダ自身もそれをここまで育て仁げてき
た功労者である.これに対して，パンケルの部品
の多くはそのつど，いわば海抜Omから徒手空
拳での積み上げ作業を必要としていた.
この怠味において.ヤンマー技術陣は無勢なが
ら良く健闘した. しかし，翻ってマツダのロータ
リ・モンロー主義はレシプロ陣営への対抗勢hの
禰長という大乗的見地をややもすれば欠く恨みな
しとしなかったであろうか?さまざまな特性を有
する原動機に対する社会的ニーズがこの先.再び
パンケルを求めるに至るとき，プレイクスルーの
鍵は孤高のマツダやヤンマーの中だけに見いださ
れるのか，はたまた，さらなる衆匁1の結集にも
織の望み無しとしないのか.興味の尽きぬところ
である.
(つづく)
